
【様式５】

押印省略

特別体験事業の実施主体との連携について（同意書）

１．事　業　名：

２．実施主体名：

担当部署：

担当者名：

電話番号：

以上

記

< 担 当 者 >

【様式２】

円 ％

円 ％

円 ％

円 ％

円 ％

円 ％

円

円

円

1 円 × × = 円

2 円 × × = 円

3 円 × × = 円

4 円 × × = 円

5 円 × × = 円

6 円 × × = 円

7 円 × × = 円

8 円 × × = 円

9 円 × × = 円

10 円 × × = 円

11 円 × × = 円

12 円 × × = 円

13 円 × × = 円

14 円 × × = 円

15 円 × × = 円

16 円 × × = 円

17 円 × × = 円

18 円 × × = 円

19 円 × × = 円

20 円 × × = 円

21 円 × × = 円

22 円 × × = 円

23 円 × × = 円

24 円 × × = 円

25 円 × × = 円

26 円 × × = 円

27 円 × × = 円

28 円 × × = 円

29 円 × × = 円

30 円 × × = 円

31 円 × × = 円

32 円 × × = 円

33 円 × × = 円

34 円 × × = 円

35 円 × × = 円

資金の調達先

←【様式1-1】申請種別(E7:E9)の✔に連動

　複数の種別に✔を入れると正しく計算されません

※補助金等は、事業完了後に事業実施主体から委託先等への支払い完了を確認後に支払われることと

　なるため、本事業における資金計画について記載ください。

以下、事務局使用欄（確認用）

「特別体験事業」　支出計画書

事業実施主体名 事業者区分

課税事業者
事業名

課税事業者/
非課税事業者等

入力の注意点 取組分類 支援（補助）を受けようとする額(税抜)
支援対象経費、または支援上限額に

対するシェア（％）

１．入力箇所
・【様式1-1】の「申請種別」等必要事項を入力のうえ、緑色の枠に必要事項を記載してください。
　（青色箇所は自動で反映しますので、記載不要です。）

①体験コンテンツ・イベント造成費 0 #DIV/0!

②備品購入・設備導入費 0 #DIV/0!

・「単価」欄には原則税抜き価格を記載して下さい。
　(※非課税事業者等の場合は、税込み価格での申請も可能としますが、次年度に税金相当額の納付が必要となります。)

支援（補助）を受けようとする額 0

３．事業者区分（T3のセル）
・課税事業者・非課税事業者等のうち、該当する方を選択してください。

対象外経費 0

支出内訳計 0

#DIV/0!

合計 0 #DIV/0!

費目 支出内訳

２．支出内訳
・本事業に関わる「体験コンテンツ・イベント等の造成・販売等に要する費用」の全てを記載してください。
・対象経費として申請する経費は、G列を「対象経費」としてください。
  本事業に関わる経費であるものの、本事業の経費として申請しない経費はG列を 「対象外経費」としてください。
・「費目」の項目は①体験コンテンツ・イベント造成費～④効果測定に必要な調査費まで順に並べた上で、支払月の早いものから順に記載
　してください。
　(例)①企画開発費８月・９月、②コンテンツ等の実施費９月、10月、④備品購入８月、9月　等
・ １つの費目、支払先において、支払月が複数の月に跨る場合は、支出内容に詳細を記載し、支払月は「最初の支払月」を選択して下さい。
　(例)支出内容：〇〇のためのマーケティング調査費(8～10月)　支払月：10月
・「数量」「単価」は内容に応じて適宜入力ください。 (例)効果測定調査費：30,000 円×5人×3 日

③プロモーション費_広告宣伝費 0 #DIV/0!

③プロモーション費_販路拡大 0 #DIV/0!

④効果測定に必要な調査費 0

数量
単位

※個、時
間、回など

数量
単位

※個、時
間、回など

小計(税抜)

0

支出内訳

経費
番号

取組分類
費目

※ドロップダウンで
費目を選択ください

支払先 支出内容 支払月
対象経費・
対象外経費

単価(税抜)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

事業全体に要する経費調達計画

区分 事業全体に要する経費（単位：円） 国が支援（補助）する経費の資金計画

自己負担額（自己資金） 区分 事業に要する経費(単位：円） 資金の調達先

国が支援（補助）する上限額 【様式1-1】の申請種別未選択 自己負担額（自己資金）

合計額 0 合計額 0

借入金 借入金

その他 その他 協賛金、その他資金

①体験コンテンツ・イベント造成費 ②備品購入・設備導入費 ③プロモーション費_広告宣伝費 ③プロモーション費_販路拡大 ④効果測定に必要な調査費 合計

謝金 0 0

旅費 0 0

人件費等 0 0 0 0 0

通信運搬費 0 0

雑役務費 0 0

消耗品費 0 0

委託費 0 0

工事請負費 0 0

備品費 0 0

借料・損料・使用料 0 0

広告宣伝費 0 0 0

調査費 0 0

合計 0 0 0 0 0 0

シェア #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

【様式1ｰ2】

事業実施主体名

事業名

※委託先が決定していない場合は、見積先を記載すること

「特別体験事業」　事業体制図

実施体制図

申請主体者名

役割を簡潔に箇条書きで記載すること

□事業進捗管理監督

□予算管理・精算

□事業報告とりまとめ

事業担当者名 〇〇〇

経理会計担当者名 〇〇〇

会社名（〇〇〇円委託） 会社名（〇〇〇円委託） 会社名（〇〇〇円委託）

□コンテンツ企画開発

コンテンツの造成

□モニターツアー実施

□旅行商品造成

□OTA掲載手配

専門家招請

各種手配

OTA販路開拓・販促

□インバウンド情報発信

□インバウンド予約決済導入

自社ＨＰ多言語化

販売サイト構築

多言語リーフレット翻訳印刷

□インバウンド来場調査

多言語アンケート構築

アンケート集約

調査分析報告書作成

会社名（〇〇〇円委託）

【様式1ｰ1】

0 0 0
本ファイルでの

申請事業✔
併願申請時
優先順位

様式２再掲 対象経費合計 0 支援（補助）希望額 【様式1-1】の申請種別未選択

地方プレミア
ム体験コンテ
ンツとしての
選定を希望す
るか

役職

氏名

〒

部局名

電話番号

e-mail

氏名

連携先
当事業での連
携の同意の有

無

連携先①

連携先②

連携先③

連携先④

連携先⑤

該当に✔

市場 該当に✔

東アジア

東南アジア

その他アジア・
オセアニア

中東

北米

欧州

その他

該当に✔

✔

✔

✔

✔

⑤
事
業
の
将
来
性

住所

担当部局

役割団体/組織名 担当部署及び氏名
電話番号

市外局番からハイフン無し

「特別体験事業」　事業計画書

申
請
種
別

事業名

国・地方公共団体等所管事業
（インバウンド3,000名以上又は高付加価値化）

左記「申請✓」及び「併願申請時優先順位」の選択をお願いします。
※該当しないものは「－」を選択してください。
※同一事業の「国・地方公共団体等所管事業」と「民間企業等支援事業」との併願申請は可能です。
　 ただし、民間企業等支援事業①と②との併願申請は出来ません。
※選択いただく申請種別により対象となる支援額等が異なります。
※併願申請を行う場合、該当する申請種別ごとの申請書類一式（本ファイル等）の提出が必要です。
※一つの事業者が申請する事業数に限りはございません。事業ごとに申請を行ってください。

入力・提出を
要する様式

様式1-1、様式1-2、
様式２及び様式3

民間企業等支援事業①
（インバウンド3,000名以上）

様式４（事業概要）
※パワーポイント資料

民間企業等支援事業②
（高付加価値化）

地図情報サービス
（例：Googleビジネスプロ
フィール等）への情報入力

予約検索表示サービス
（例：Google Things to do

等）の活用

販売等の手法（該当する項目を選択、具体的な販路・セールス先を記載すること）

※必要により様式５

①
実
施
体
制

事業名
※事業内容が分かるものとしてください。
採択時等、この登録名で公表等行います

事業実施個所

都道府県

名称
※採択時等、この名称で公表等行います。

代表者

市区町村

造成する体験コンテンツ・
イベント等

販売等スケジュール

体験コンテンツ・イベント等の実施期間
※本事業の対象事業は遅くとも令和7年２月２8日まで

誘客効果（単位：人、円）
 ※数字のみ、令和７年２月末までの

実施事業期間内であること
入力例）3千人→３,０００

入力例）8千万円→80,000,000

宿泊施設、観光案内所など

インバウンド向けの効果的な販
売促進計画（SNSの活用等）

外国語に対応した、
コンテンツ予約可能な

自社ホームページ

インバウンド消費の質の向上策

※地域の自然・伝統文化活用、食の地産地消、地域人材の所得向上に資する工夫等を通じ、地域の経済循環に資するものや持続可能な観光へ寄与するもの

アウトカム（ターゲット視点）
事業の結果、事業主体が生み

出す成果に対してターゲットの行
動変容などによる実現可能な指

標や目標など（結果目標）

③
事
業
内
容

今回申請する「特別体験事業」の事業概要

造成する体験コンテンツ・
イベント等

造成する体験コンテンツ・
イベント等の特別性

（公募要領を確認し、具体的に
記載すること）

販売等の開始時期

受入現場での多言語対応方法（ツール名、対応言語）

対応方法 対応言語

通訳案内士・
外国語ガイドの活用

施設等での外国語表記

その他（右記に具体的な方法
を記載すること）

具
体
的
な
取
組
内
容

造成する体験コンテンツ・
イベント等が上記ターゲットを

惹きつける理由

活用する観光資源の詳細
(文化・自然・食・スポーツなど)

　※様式２及び様式３の記載事項との整合性が確認できるものとなるように作成してください。

　※必要に応じて、欄を拡大して記載ください。ページ数が増えても構いません。

　※「実施体制」の項目を除き、行の追加は行わないでください。

　※必要に応じて、図や画像を添付することができます。ただし、これらの図や写真は観光庁ホームページ等で使用する可能性があるため、公表可能なものを添付してください。（１MB程度かつ一目で何が映っているか分かりやすいもの推奨）

　※その他の留意点等については、公募要領を参照してください。

次年度以降の取り組み

※本事業で得られると見込まれる特徴的なナレッジを活用して、次年度以降の取り組みを記載してください

インバウンド集客見込数の算出式
及び算出式の根拠

想定客単価の算出式及び根拠
（高付加価値化の要件を満たすことと
する場合は、通常の単価とその根拠）

当事業
KPI

アウトプット（主体者視点）
事業において、事業主体がター
ゲットに向けて生み出すモノ・コ

ト（成果目標）

【記載例】体験コンテンツに対しての評価、体験コンテンツの参加人数や収益、パッケージツアーの参加人数や収益、入場人数、特産品などの販売個数や売り上げ、客単価、WEBサイトアクセス
数、エンゲージメント数等

※上記記載例は削除し、申請する事業の内容を入力して下さい

旅行業者（海外・国内）

外国語に対応したOTA等のオン
ライン販売プラットフォーム

現地における
キャッシュレス化の推進

必須入力（推進内容、推進不可の理由等）
※富裕層向けツアー、条例・規則等、対面・属人的等で行うことが明らかに合理的な場合は対応不要

インバウンド誘客見込数（Ａ）
想定直接客単価（Ｂ）

コンテンツ・イベントの直接の収入
※複数ある場合は平均値

想定波及客単価（Ｃ）
波及効果を含む想定客単価（C）
Bを含む地域経済等の波及効果

希望支援額（D）
※【様式２】の「国が支援（補助）する経費」

様式２入力後自動反映

【様式1-1】の申請種別未選択

直接事業効果（Ａ×Ｂ/D） 波及事業効果（Ａ×C/Ｄ）

【記載例】体験コンテンツの企画数、内容、種類、本数、パッケージツアーの企画数、内容、種類、本数、開発した特産品等の種類、数量、高付加価値化された販売価格、多言語化されたWEB制作
頁等

※上記記載例は削除し、申請する事業の内容を入力して下さい

②
こ
れ
ま
で
の
実
績

④
事
業
の
目
標

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
拡
大
・

質
の
向
上
の
た
め
の
施
策

販
売
計
画

観光再始動事業等これまで活用した支援事業等
及び

過年度の支援を踏まえて今回新たに取り組む点

現場での外国語対応

インバウンドへの販売・
情報発信

具体的な内容を記載すること

※作成必須。既に既存のものがある場合はURLを記載ください

※コンテンツの販売を対面・属人的等で行う等、性質上活用が非合理的な場合を除き、原則作成必須

※コンテンツの販売を対面・属人的等で行う等、性質上活用が非合理的な場合を除き、原則作成必須

その他（アプリ含む）

販売・情報発信等

具体的な国・地域及びターゲットの属性並びにその理由

インバウンドに係る課題

※セルの中で改行する場合はAlt＋改行キーを
押下してください（以下同）

※令和4年補正予算観光再始動事業採択案件の類似提案の場合、申請時目標及び客観的な実績を明示の上、当事業における改善内容を明記

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト

実
施
主
体

国・地方公共団体、独立行政法人が所有・管理等を行う施設・公園・
物品等を、従来は行っていない方法で活用する場合、

当該施設・公園・物品等を記入

国・地方公共団体が所有し、登録DMO及び公益財団法人等が運営
管理を行う施設・公園・物品等を、従来は行っていない方法で活用

する場合、当該施設・公園・物品等を記入

連携先

※必要に応じて適宜行を追加すること
※必要に応じて、記載した連携先について、

様式5「国・地方公共団体等の同意書を
提出すること

【特別体験事業】 申請方法 ※必ずお読みください。 1

1

【Excel】 様式1-1 事業計画書 【Excel】 様式1-2 事業体制図

【Excel】 様式2 支出計画書

【Excel】 様式3 事業実施スケジュール

【PowerPoint】 様式4 事業概要書

【Excel】 様式5 国・地方公共団体等の同意書
【様式３】

「特別体験事業」　事業実施スケジュール

※緑色の枠に必要事項を記入してください。また、赤枠内は、想定される実施時期を赤く塗りつぶすとともに、必要に応じて説明を記載してください。黄色網掛けの内容は必須項目ですので、該当の行に入力してください。

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

事業実施主体者名

事業名

２月 ３月項目
令和７年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

※採択内示通知は令和６年５月末頃を予定しています。こうした点を考慮し、無理のないスケジュールを作成してください。

■必須入力
タリフ・宣伝素材提出日
※必ず販売等の開始前に

■必須入力
中間報告の期日
※必ず販売等の開始前に

■必須入力
販売等の期間
※販売等開始～終了

■必須入力
体験コンテンツ・イベント
等の実施期間
※実施開始～終了

※様式１及び様式２の記載事項との整合性が図れるよう作成してください。

※スケジュールには、必ず「タリフ・宣伝素材提供日」「中間報告の期日」「販売等の期間」「体験コンテンツ・イベント等の実施期間」「中間報告」及び「最終報告」を入れてください。

※遅くとも令和７年２月２８日までに完了実績報告書を含む全ての精算書類（関係各社への支払証憑を含む）の提出が必要です。期間内に補助事業を完了できなかった場合は、原則、対象経費の精算ができませんのでご注意ください。

※本業務実施スケジュールは、事業選定時の参考とするために作成いただくものとなります。事業が採択された場合であっても、事業の趣旨・目的等を踏まえて精査し、必要に応じて修正させていただく可能性があります。

※欄が足りない場合は追加しても構いません。

※その他の留意点等については、公募要領を参照してください。

「特別体験事業」特設ウェブサイトより申請様式をダウンロードし、ご申請される事業の内容を記載内容に沿って、ご記入ください。



【様式1ｰ1】

1 0 0
本ファイルでの

申請事業✔
併願申請時
優先順位

様式２再掲 対象経費合計 80,000,000 支援（補助）希望額 80,000,000

✔

「特別体験事業」　事業計画書

申
請
種
別

事業名

国・地方公共団体等所管事業
（インバウンド3,000名以上又は高付加価値化）

左記「申請✓」及び「併願申請時優先順位」の選択をお願いします。
※該当しないものは「－」を選択してください。
※同一事業の「国・地方公共団体等所管事業」と「民間企業等支援事業」との併願申請は可能です。
　 ただし、民間企業等支援事業①と②との併願申請は出来ません。
※選択いただく申請種別により対象となる支援額等が異なります。
※併願申請を行う場合、該当する申請種別ごとの申請書類一式（本ファイル等）の提出が必要です。
※一つの事業者が申請する事業数に限りはございません。事業ごとに申請を行ってください。

入力・提出を
要する様式

様式1-1、様式1-2、
様式２及び様式3

民間企業等支援事業①
（インバウンド3,000名以上）

様式４（事業概要）
※パワーポイント資料

民間企業等支援事業②
（高付加価値化）

※必要により様式５

【特別体験事業】 申請方法 ※必ずお読みください。 2

1

様式2 支出計画書を記載すると、様式1 事業計画書の右上N6セル、P6セルに

「対象経費合計」（N6セル）
「支援(補助)希望額」（P6セル）

が自動的に表示されるため、それぞれの金額を

様式4 事業概要書 右上「対象経費合計」 「支援(補助)希望額」
申請フォーム「対象経費合計」 「ご希望の支援額」

の記入欄に転記してください。

【Excel】 様式1 事業計画書 「特別体験事業」二次公募申請フォーム画面

【PowerPoint】 様式4 事業概要書

「特別体験事業」特設ウェブサイトより申請様式をダウンロードし、ご申請される事業の内容を記載内容に沿って、ご記入ください。



【特別体験事業】 申請方法 ※必ずお読みください。 3

1

※注意点
申請にはExcelファイル（様式1～3,5）とPowerPointファイル（様式4）の計2ファイルをご提出いただきます。

また併願申請をされる場合は

様式1 事業計画書
E7～9セル「本ファイルでの申請事業」
F7～9セル「併願申請時優先順位」

様式4 事業概要書
「申請分類チェック欄」
※申請の優先順位を「1,2」と記載すること

の記入を必ずお願いいたします。

【Excel】１ファイル
【PowerPoint】1ファイル

【Excel】 様式1 事業計画書 【PowerPoint】 様式4 事業概要書

※国・地方公共団体等所管事業と民間企業等支援事業に同一事業で
併願申請する場合は申請書類を2セット（合計4ファイル）の作成が必要となります。

「特別体験事業」特設ウェブサイトより申請様式をダウンロードし、ご申請される事業の内容を記載内容に沿って、ご記入ください。



【特別体験事業】 申請方法 ※必ずお読みください。 4

2 「特別体験事業」二次公募申請フォームに申請する事業概要や申請者情報（事業者名、メールアドレス等）をご登録ください。

「特別体験事業」二次公募申請フォーム画面 二次公募申請フォーム登録完了画面

表示されている記入項目を入力後、「次へ」をクリック

この画面が表示された後、ご入力いただいたメールアドレスに、
受付番号と申請書類投稿用のサイト リンクが添付されたメールを送信いたします。

※国・地方公共団体等所管事業と民間企業等支援事業に同一事業で
併願申請される場合は第1希望、第2希望をご入力いただき、
金額等の情報をご記載ください。



【特別体験事業】 申請方法 ※必ずお読みください。 5

申請フォームでご入力いただいたメールアドレスに受付番号及び申請書類投稿用のサイト リンク先を添付したメールが自動送信されます。3

受付番号
※様式4「事業概要」に記載する番号になります。
国・地方公共団体等所管事業と
民間企業等支援事業を同一事業で併願申請する場合は
受付番号の後ろに優先順位を「①,②」と入力すること
例/20000①、20000②

申請書類投稿用サイト リンク

「特別体験事業」二次公募申請フォーム受付メール



【特別体験事業】 申請方法 ※必ずお読みください。 6

メールで示したリンクをクリックし、サイトにアクセスいたしましたら、申請に必要な書類（様式1～3,5のExcelファイル、様式4のPowerPointファイル）を投稿してください。4

「特別体験事業」申請書類投稿用画面 「特別体験事業」申請書類投稿用画面

■様式1~3,5のExcelファイル、様式４のPowerPointファイルを

画面にドラックアンドドロップするか、「ファイルの選択」をクリックして申請書類を投稿してください。

申請書類ファイルが画面上に追加されたら、右下の「送信」をクリック
※併願申請の場合は
 国・地方公共団体等所管事業：Excelファイル、PowerPointファイル 各1ファイル
民間企業等支援事業：Excelファイル、PowerPointファイル 各1ファイル
合計4ファイルの提出が必要となります。

併願申請の場合は国・地方公共団体等所管事業と
民間企業等支援事業のそれぞれの事業で
Excelファイル、PowerPointファイルを
合計4ファイルを同時に投稿してください。



5

【特別体験事業】 申請方法 ※必ずお読みください。 7

「box」に申請書類を投稿し、「ファイルを送信しました。」と表示されれば、申請完了です。

■申請書類送信クリック後にはメール等はお送りいたしませんのでご了承ください。

■一度投稿した申請書類は申請者側での閲覧、回収、削除、修正は出来ません。

申請書類の修正をご希望される場合は4月26日（金）12:00までに

❸で届いた「申請フォーム受付メール」の投稿用のサイト リンクから

➍「申請書類投稿用画面」にアクセスし、

修正した申請書類を再度投稿してください。

※同一事業の申請書類の修正の場合は必ず❸で届いた「申請フォーム受付メール」の投稿用のリンクから

再度、申請書類の投稿をお願いいたします。

「特別体験事業」申請書類投稿完了画面

環境等により、「ファイルをアップロードしました。」と
表示される場合がございます。
その場合も申請は完了しておりますので、ご安心ください。
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